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V34a パルサータイミング観測用GPS受信器の導入
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吉村等により安定なパルサー受信を可能にする安定化電源が製作され、それを元にベースバンド記録用HDDも
作られた。ベースバンドデータから分散消去大規模ディジタルフィルタリング演算を行い、パルスのTOA(Time
Of Arrival)を高い精度で検出するためにGPS受信機を導入し、高精度比較時刻データを得る準備を進めている。
受信機としては古野電気製GF-7706を用い、時刻精度は UTC(Coordinated Universal Time)に対して 100nsが
期待できる。30ｍφでは天頂± 18°の観測とトラッキングが可能になるのでパルサーの位置（α、β）、固有運
動（μα、μβ）、パルス周期 P等をタイミング観測により、高精度で決定することが可能となる。


